
公益財団法人北海道農業公社 

令和６年度 第１回入札監視委員会審議概要 

 

開催日  令和６年 ４月１２日（金） 

場 所  公益財団法人北海道農業公社 ５階会議室 

委員長  伊藤 隆道 （弁護士） 

委 員  太田 武司 （公認会計士、税理士） 

委 員  長澤 徹明 （北海道大学名誉教授） 

議事等 

１ 報告事項 

（１）令和５年度入札結果に関する状況について 

（２）令和５年度下期（１０月～３月）入札結果に関する審議案件について 

２ 審議事項 

（１）令和５年度下期（１０月～３月）に関する審議案件の審議について【総件数５件】 

○建設工事【制限付一般競争入札】 

ア 畜産担い手育成総合整備事業（再編整備事業）計根別南地区 第４２工区 

 イ 畜産担い手育成総合整備事業（再編整備事業）枝幸地区 第４２工区 

 ウ 畜産環境整備事業（資源リサイクル事業）黒松内地区 第５２工区 

○委託業務【指名競争入札】 

ア 畜産担い手育成総合整備事業（再編整備事業）枝幸地区 第４２委託 

イ 畜産担い手育成総合整備事業（再編整備事業）計根別南地区 第４２委託 



【審議概要】 

委員からの意見・質問等、それに対する回答・説明等の概要は次のとおり。 

委員からの意見・質問等 回答・説明等 

○制限付一般競争入札（建設工事） 

（建築Ａ等級工事） 

・ 公社は、低入札価格調査制度を採用してい

るが、最低制限価格制度を採用していないの

はなぜか。 

 

 

（建築Ａ・農業土木Ｃ・舗装Ｂ等級工事） 

・ 一般競争入札参加資格要件に、農業土木の

競争入札参加資格を有することとしている

のはなぜか。 

 

（建築Ｃ等級工事） 

・ 一般競争入札で応募者が１件しかいない

が、これは「公開して応募を広く募っている

ので、競争が発揮されている。」という理解

でいいか。 

・ この事業は、資源リサイクル事業と銘打っ

ているが、発酵棟解体工事と資源リサイクル

とはどのような関連性があるのか。 

・ 類似工事の実績が本件の工事概要とまった

く同じだが、どういうことか。 

 

 

・ 最低制限価格制度は、地方公共団体につい

て認められている制度で、国や公社は、この

制度は認められていないため、公社では低入

札価格調査制度を採用しています。 

 

 

・ 本件は農業土木の基準を採用していること

から、農業土木を要件としています。 

 

 

 

・ はい。そのとおりです。 

 

 

 

・ 本件は解体工事だけですが、このあとに発

酵棟の改修工事を入札する予定です。 

 

・ この堆肥センターの発酵棟は３棟あり、こ

のうち類似工事実績にあるのがＢ棟で、今回

の入札案件がＡ棟で別棟になります。 

注）一部重複する確認事項等については除くものとする。 



（２）令和５年度入札契約制度に関する入札監視委員会の所管事務総括について 

【意見の具申又は勧告】 

公益財団法人北海道農業公社入札監視委員会の運営に関する事務処理要領第８に基づ

く「意見の具申又は勧告」に関し、令和５年度の抽出案件に係る審議又は現地調査の結

果から、入札・契約手続の運用状況等について、適切を欠くなど是正すべきことはなか

ったと判断する。 

【再苦情の処理】 

公益財団法人北海道農業公社入札監視委員会の運営に関する事務処理要領第９に基づ

く「再苦情の処理」に関し、令和５年度の工事等における全案件について、再苦情の申

立てはなかった。 

３ 協議事項 

（１）令和６年度北海道農業公社入札監視委員会の活動計画について 

ア 令和６年度建設工事・委託業務発注予定一覧 

イ 令和６年度建設工事発注予定概要 

ウ 令和６年度委託業務発注予定概要 


